
【取組内容】「学びあい」を取り入れた授業改善

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：１人１台端末を有効に活用し、お互いの考えを交流し、自己の考えを広め深める。

取り組み ①知識を相互に関連付けてより深く理解し、情報を精査して考えを形成する場づくり。
②単元及び各時間の計画を立て、子どもと共有する。
③他者参照できる環境をつくる。

①教科書から情報収集・ホワイト
ボードツールを使った整理分析

②授業の見通しの共有 ③スプレッドシートによる他者参照

成果

・考えるためのツールを子ども自身が選択したり、他者参照できる環境をフルに活用したりしながら、自分の考えを持ち友だちと交流する
姿が見られた。

・交流活動において「きまり」を身につけさせたり、「目標」を掲げたりすることで、意欲的に交流活動が行うことができていた。
・必要感がある交流活動にすることによって、やらされ感がない活発なペア・グループ活動が見られた。
・自身が練習し足りない点を個別に確かめてから交流に移ることで、自信をもって交流する様子が見られた。
課題
・交流活動が、自分の考えを伝えるだけで終わらず、もっと考えを広げたり深めたりするには、どうすべきか。

「学びあい」の様子



【取組内容】「やる気づくり」をめざした授業改善

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：１人１台端末を有効に活用し、児童がやる気を持って(感じて)授業に参加する。

取り組み ①既習事項の確認 ②スライドを用いた他者参照 ③課題、めあて、本時のゴールの明確化

①フォームによる復習 ②スライドを用いた他者参照 ③評価の共有

成果
・授業開始時に「アンケートツール」を使って前時の確認することで、授業の導入をスムーズにすすめることができた。
・困りのある児童が他者参照することで、意欲的に取り組めていた。
・課題、めあて、本時のゴールを明確にすることで、子どもたちが主体的に取り組むようになってきた。
・ICTツール（アプリ・デジタルホワイトボードソフト・電子黒板等）を活用することで、より分かりやすい授業になり、学習意欲を高める
ことができている。
課題
・児童の発達段階や学級の実態に応じてどこまで子どもに委ねるか、その判断をどうしていくのか。
・クラウド上での作業中のトラブルなど（スライドの消失・ネット回線の不具合など）への対応をどのようにしていくか。
・個々のペースで行うとき、未消化の児童への対応をどうするか。
・焦点化した課題解決の後、その知識を汎用的なもにしていくにはどうすればよいか。

3年社会

2年算数

6年社会

やる気づくりの様子

発表者を見て話を聞く子どもたち 児童に寄り添う授業者 先生の話を集中して聞く子どもたち



【取組内容】帯時間を活用した情報活用能力の育成

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：毎週金曜日、塚脇タイム(帯時間)を活用し、学年の実態に合わせた情報活用能力の育成をおこなう。

取り組み ①タイピング大会の開催 ②情報モラル学習 ③基本的なアプリ操作の練習

①タイピングソフトの積極的な活用 ②情報モラル学習サイト（文科省）の活用

③学年別活用スキル表の作成と活用

成果
・1年時より、見通しを持って、クロームブ

ックの活用スキル育成に努めることがで
きる。

・ローマ字指導に合わせなくても、タイピ
ング指導をすすめることができる。

・個の進度に合わせて、タイピングスキル
を身に付けさせることができる。

・情報モラルの学習を定期的に行うことが
できる。

・学校全体で取り組むことで、どの教科で
もクロームブックを授業で活用していく
ことができる。

課題

・今年度の実績を鑑みて、
しっかりとした年間計画
を作成していかなければ
ならない。

・学年別スキルは一応の目
安であり、児童の実態に
応じて対応していかなけ
ればならない。

上位者の表彰

１分間 2024.1 2025.1

200文字以上 2.7% 5.4%

150文字以上 16.2% 18.9%

100文字以上 34.5% 38.5%

50文字以上 33.8% 27.7%

合計 87.2% 90.5%

タイピング大会結果（3年生以上）



【取組内容】修学旅行サイト作成の取り組み

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：個々で修学旅行サイトを作成し、課題、予備学習、見学の様子、まとめなどを掲載する。

取り組み ①修学旅行サイト作成 ②保護者との共有

【目標設定】

上位者の表彰

【課題設定】 【情報収集】 【整理分析】

児童各自が目標を設定し、
振り返りを行った。

事前学習は、見学場所でどんな
ことを調べたいかを考えた。

現地では、端末を持って行き、
一日目のホテルでサイトをア
ップした。

修学旅行終了後、個人・グル
ープ・全体で振り返りを行っ
た。

成果
・これまで「全体」で行うことしかできなかったことを、「個別最適化」する場面を設定することができた。
・これまで学んだ端末の活用技術を生かして、サイトを作るという初めての経験を行うことができた。
・玖珠町ジュニアICTリーダー事業に参加した児童が、サイト作りの技術をみんなに広めることができた。
・保護者から「子どもたちの学習の様子や当日の様子を知ることができてよかった」と多くの声をもらった。
課題

・今年はとにかく手探り状態でのサイト作成であった。当日の端末の持ち運び、写真データの共有、個と全体のバランスなど、今年度の課
題を来年度にしっかりとつなげていかなければならない。

・サイト作りを含めた情報活用能力を育成するための年間指導計画をさらにブラッシュアップしていかなければならない。



【取組内容】クラウド上で日課表や宿題の確認

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：日課表・授業準備物・宿題などをクラウド上にあげ、児童が自己管理できる環境をつくる。

取り組み ①教室モニター用の日課表作成 ②クラウドで共有 ③提出物チェックとの連携

教室モニター用日課表

子どもが個々で確認する日課表には、未
提出物も確認できるようになっている。

教員用のチェック
シートが反映され
るようになってい
る。

成果

・端末を持ち帰る意義を子どもや保
護者に感じさせることができた。

・家庭学習を自己管理することがで
きる環境を整えることができた。

・日課表の更新を子どもたちが担う
ことで、日課表を活用しようとす
る雰囲気をつくることができた。

・専科教員からの連絡を即時で使え
ることができる。

課題

・宿題や日課表を自己管理できるか
どうかは、システムに因るわけで
はない。システムに頼るのではな
く、子どもたちにどういう力をつ
けるべきかが大切である。

・現在は、このシステムを使うかど
うかは、担任に任されている。子
どもの発達段階を見据えた６年間
のロードマップが必要ではないか。



【取組内容】クラウドをフル活用した情報共有

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：職員共有のサイトを作成し、日々の連絡を共有するとともに、いつでも、どこでも、会議資料などを
確認できるようにした。また、チャットを活用し、迅速な連絡体制を整えた。

取り組み ①塚脇サイト ②To do リスト・チャットの活用

様々な情報

四季折々の風
景や子どもた
ちの頑張りの
様子(月替わり)

従来職員朝会
で確認してい
た内容。教頭
が主に編集。

③健康観察（せんせいあのね）

職員連絡会で提
案されたすべき
ことや締め切り
が一覧になって
いる。

提案は文章ごと
にまとめ直され、
来年度の提案の
ベースになる。

朝、子どもが打ち込んだ体や心の状況を、担任、養護
教諭、管理職が瞬時に共有。

④リンクの活用

職員会議、連絡会などのレジュメ（A41～２枚)に、す
べての会議資料(提案文書)はリンクされている。

⑤チャットの活用

チャットを活用し、即時で情報を共有するようにして
いる。また、校内研究でも積極的に活用している。

成果

・クラウドを活用した情報共有を通して、職員のクロームブック活用
率が上がり、授業への活用にもつながっている。

・研修でのクラウド活用は、これまでの研修のやり方を大きく変え、
新たな手法で実施できる。
課題
・情報共有を徹底するためには、必ず会話（確認）が必要である。
・校務パソコンとの兼ね合いをどうするか。

景や子どもた
ちの頑張りの
様子(月替わり)



【取組内容】文書管理システムの取り組み

玖珠町立塚脇小学校（大分県）【指定校】

様式Ⅰ-7

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

取り組みの概要：毎日山のように学校に来る文書を、効率よく決済し、担当者に確実に文書を渡すためのシステムを作
り、運用する。

成果

・印刷するものがないため、紙の使用量
が莫大に削減できている。
課題
・情報を受け取る側の意識の向上

この文書のリンクを開けば、
関連文書全部を見ることが
できる。

メールだけでなく、個人の
チャットにも関連文書が届
くように改良された。


